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水色の羽根募金運動

育
英
会
だ
よ
り
ん
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年 10月 1日

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
会
長

公
益
財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
副
理
事
長

I芋

宏

就
任
の
ご
挨
拶

本
年
6
月
の

J
F
全
漁
連
総
会
に
お

き
ま
し
て
代
表
理
事
会
長
に
就
任
後
、

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

（
全
励
協
）
会
長
な
ら
び
に
漁
船
海
難

遺
児
育
英
会
副
理
事
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
岸
宏
で
ご
ざ
い
ま
す
。

就
任
に
際
し
ま
し
て
、
ご
支
援
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
方
へ
、

一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
全
励
協
の
会
長
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
、
育
英
事
業
へ
の

支
援
活
動
を
通
じ
、

J
F
グ
ル
ー
プ
が

社
会
へ
貢
献
す
る
活
動
と
し
て
継
続
し

て
参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。

次
に
、
育
英
会
の
副
理
事
長
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
非
力
な
が
ら
鈴
木
理
事

長
を
お
支
え
し
ま
す
と
と
も
に
、
育
英

制
度
の
周
知
な
ら
び
に
育
英
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
方

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

2
0
1
1
年

3
月
日
日
の
東

日
本
大
震
災
の
発
生
後
、

J
F
グ
ル
ー

プ
は
、
「

J
F
グ
ル

ー
プ
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
漁
業

・
漁
村
災
害

・
復
興

対
策
本
部
」
を
直
ち
に
立
ち
上
げ
、
被

災
地
域
の
漁
業
者
、
漁
協
等
を
幅
広
く

よだム
冨英τ民

同( 1 ) 

支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
が

一
段
落
し
た

一
方

で
、
内
名
を
超
え
る
漁
業
関
係
者
の
被

災
遺
児
が
育
英
会
に
申
請
さ
れ
、
そ
の

年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
漁
船
海
難
事

故
に
よ
る
申
請
者
数
と
合
わ
せ
ま
す
と

過
去
5
年
間
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、

J
F
グ
ル
ー
プ
は
、
本

年

4
月
よ
り
3
カ
年
第
9
期
募
金
運
動

と
し
て
、
こ
れ
ら
遺
児
を
励
ま
し
、
支

援
を
行
う
た
め
、
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
都
道
府
県
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
漁
船
海
難
辿
児
を
励

ま
す
地
方
協
議
会
（
地
励
協
）
、
県
漁
連
・

漁
協

・
信
漁
連
、
全
国
女
性
連
、
都
道

県
女
性
連
が
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

広
く

一
般
の
か
た
が
た
か
ら
も
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
、
さ

ら
な
る
遺
児
へ
の
励
み
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
関
係
組
織
の
皆
さ
ま
の
お
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
運
動
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
全
励
協
の
会
長
と
し
て
、

ま
た
、
育
英
会
の
副
理
事
長
と
し
て
、

目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
重
ね
ま
し
て
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、

む
す
び
に
、
被
災
地
域
の
漁
業
、
漁

村
の
さ
ら
な
る
復
興

・
再
生
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
操
業
の
安

全
な
ら
び
に
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
奨
学
生
の

み
な
さ
ん
は
、
今
も
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ

そ
し
て
家
の
お
手
伝
い
等
、
元
気
に
励

ん
で
い
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
に
は
育
英
事
業
を
支
え
る
応
援
団

が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
下
さ
い
。

本
会
理
事
長
の
復
臓
な
ら
び
に

理
事
長
聡
務
代
行
の
燦
臓
に
つ
い
て

9
月
初
日
、
本
会
理
事
長
・
鈴
木
俊

一
が

外
務
副
大
臣
を
辞
任
致
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
本
会
で
は
副
大
臣
就

任
時
よ
り

「政
務
三
役
規
範

（占平
成
日
年
閣

議
決
定
こ

に
よ
り
、
休
戦
搬
い
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
日
月
1
円
付
で
本
会
即
日事
長
を

復
職
抜
い
と
致
し
ま
す
。

ま
た
、
副
理
事
長
・
岸
宏
を
理
事
長
職
務

代
行
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
理
事
長
職
務

代
行
に
つ
い
て
は
、
廃
職
級
い
と
致
し
ま
す
。

2
0
1
3
年
度
決
議
の
省
略
の
方
法
に
よ
る

第
3
回
理
事
会

7
月

9
日
（
同
意
日
）
、

『
2
0
1
3

年
度
第
3
回
理
事
会
」
を
書
面
決
議
に

よ
り
、
以
下
の
提
案
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
ま
し
た
。
①
第

2
回
評
議
員
会
の

招
集
の
決
定
②
辞
任
に
伴
う
理
事
候
補

者
（

4
名
）
の
推
薦
に
つ
い
て
、

①
辞

任
に
伴
う
評
議
員
候
補
者
（
5
名
）
の

推
薦
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

全
員
の
同
意
確
認
を
得
、
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
度
決
議
の
省
略
の
方
法
に
よ
る

第

2
回
評
議
員
会

7
月
口
日
（
同
意
日
）
、

『
2
0
1
3

年
度
第

2
回
評
議
員
会
」
を
書
面
決
議

に
よ
り
、
以
下
の
議
案
の
提
案
に
つ
い

て
同
意
を
求
め
ま
し
た
。
①
辞
任
に
伴

う
後
任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
、

②
辞

任
に
伴
う
後
任
評
議
員
の
選
任
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
全
員
の
同
意
確
認
を
得
、

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

※
順
不
同

マ
理
事
｜
岸
宏
氏
（
J
F
全
漁
連
代
表

理
事
会
長
）
、
大
森
敏
弘
氏
（
J
F
全
漁

連
常
務
理
事
）
、
後
藤
彰
三
氏
（
農
林

中
央
金
庫
常
務
理
事
）
、
森
武
美
氏
（
J

F
全
国
女
性
連
会
長
）

マ
評
議
員
｜
川
崎

一
好
氏
（

J
F
北
海

道
ぎ
よ
れ
ん
代
表
理
事
会
長
）
、
勝
山
満

氏
（
J
F
千
葉
漁
連
専
務
理
事
）
、
田
淵

一
茂
氏
（
J
F
い
し
か
わ
専
務
理
事
）
、

田
中
平
八
氏
（
J
F
静
岡
漁
連
代
表
理

事
専
務
）
、
仁
保
宣
誠
氏
（

J
F
山
口

専
務
理
事
）

－
今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
3年
度

第

2
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

7
月
お
日
、

『
2
0
1
3
年
度
第

2

回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

「第

2
回
奨
学
生
出
願
者
（

7
月
日
日

締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
小
学
生

2
人
、
高
校
生
等

1

人
の
合
計
3
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

9
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

2
0
1
3年
度
第
4
回
理
事
会

7
月

μ
日、

『
2
0
1
3
年
度
第
4
回

理
事
会
」
が

東
京
都
千
代

田
区

・
コ
ー

プ
ピ
ル
に
て

開
催
さ
れ
、

代

表

理

事

（
副
理
事
長
）

の
選
定
に
つ

い
て
審
議
の

結
果
、
理
事

の
岸
宏
氏
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

事

務

担

当

者

合

同

会

議

9
月
日
日
、
コ

l
プ
ピ
ル
「
J
F
全

漁
連
大
会
議
室
」
（
東
京
都
千
代
田
区
）

に
お
い
て
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会
な
ら
び
に
本
会
主
催
に
よ

る

『漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協

議
会

・
育
英
会
事
務
担
当
者
合
同
会
議
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

1
道

1
府
ロ
県
の
事
務
局

担
当
職
員
が
ご
出
席
く
だ
さ
り
、
次
の

議
題
に
つ
い
て
討
議
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
引
き
続
き
育
英
事
業
に
対
す
る
協

力
支
援
体
制
の
強
化
継
続
を
お
願
い

し
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

3_ 2. 1 ~ 
つ 器

そ育い第 習
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他事 期 品
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て 6
組
み

第
四
回

全
国
一
胃
年
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
究
集
会

6
月
お
日
、
青
年
漁
業
者
リ
ー
ダ
ー

の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た

『第
凶
回
全
国
青
年
漁
業
者
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
研
究
集
会
」

（
J
F
全
漁

連
主
催
）
が
、
東
京
都
千
代
田
区
の
コ

l

プ
ピ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
集
会
終
了
後
、
漁
船
海
難
遺
児

を
励
ま
す
全
国
協
議
会
よ
り
、
本
年

4

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
第

9
期
募

金
運
動
」
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
と
こ

ろ
、
急
き
ょ
、

J
F全
国
漁
青
連
会
長
、

同
副
会
長
よ
り
募
金
の
呼
び
掛
け
が
あ

り
、
そ
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
皆
さ

ま
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

関
係
者
な
ら
び
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

全
水
商
連

第

印

回

全

国

記

念

大

会

7
月

U
日
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
東
京

・
品
川
区
）
に
お
い
て
、
全
国
各

地
の
水
産
物
小
売
商
関
係
者
約
6
0
0

人
が

一
同
に
会
し
、

『全
水
商
連
第

ω回

全
国
（
東
京
）
記
念
大
会
」
（
全
国
水

産
物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
）
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
主
催
者
側
の
ご
厚
意
の
も

と
、
今
年
も
会
場
入
口
に
て
本
会
の
募

金
活
動
が
実
施
さ
れ
、
漁
船
海
難
遺
児

を
励
ま
す
全
国
協
議
会
の
か
た
が
た
と

と
も
に
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し

「
水
色
の
羽
根
募
金
」
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
募
金
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
本
会
理
事
長
に
代
わ
り
、
鈴

木
専
務
理
事
か
ら
永
井
良
和
全
国
水
産

物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
へ
感
謝

状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し

た
多
く
の
皆

さ
ま
に
心
よ

り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/i kuei kai 育英会ホームページ
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第

8
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

7
月
幻
日
、

『第
8
回
マ
リ
ン
カ
ッ

プ
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
』
が、

今
年
も
三
重
県

・
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
「
朝
光
ク
ラ
ブ
」
（
代
表
・

朝
香
誠
彦
理
事
長
）
が
主
催
す
る
こ
の

大
会
は
、
海
の
事
故
で
父
兄
を
亡
く
し

た
子
供
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と
、
毎
年

「
海
の
日
」
を
記
念
し
行
わ
れ
て
い
ま

す
。当

日
は
、
大
会
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た

T
C
C
（
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

1
6
0
人
も

の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
プ
レ

l
に
参
加
さ
れ

た
ほ
か
、
地
元
の
小
学
校
と
特
別
支
援

学
校
の
子
供
た
ち
計
刊
人
が
会
場
に
招

待
さ
れ
、
鳥
羽
水
族
館

・
古
田
正
美
館

長
に
よ
る
環
境
教
育
と
魚
を
テ
l
マ
と

し
た
卜

l
ク
シ
ョ
ー
や
津
高
虎
太
鼓

「津
打
の
会
」
の
演
奏
、
ス
ナ
ッ
ク
ゴ

ル
フ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は
、

J

F
三
重
漁
連

な
ら
び
に
三
重
県
漁
協
女
性
部
連
合
会

の
皆
さ
ん
手
作
り
の
美
味
し
い
郷
土
漁

年 10月 1日（平成25)よだム一品英τ,e..-
同( 2) 

10月は全国漁船安全操業推進月間です！

＠…！こ…一－ライフジャケット着用率の向上等による人身事故発生の減少
．安全航行・安全操業の徹底による漁船海難発生等の減少

r 漁船での操業は、いつも危険と背中合わせです l 
（？毎雛による死者・行方不明者の約611］が漁船、

l 労働災害発生率は陵上産業の約6倍です） 」
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－

－

－

刷

U

一

回
閣

H

－－－－－－
E
－2
・

帽

一

－

M
m
r
m
仲

間

叫

＋

＋

＋

一

＋

＋

一

…

一

d

”
－w
a

”働”””・

師
料
理
も
振
る
舞
わ
れ
、
大
会
は
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
寄
附
金

の
目
録
を
受
け
取
っ
た
鈴
木
本
会
専
務

理
事
は
、
「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に
添

い
、
海
難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

朝
香
誠
彦
理
事
長
に
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。

大
会
に
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

h
F
表
彰
式
の
様
子
。
左
が
朝
香
理
事
長
。

（写
真
提
供
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

［ 自分の命的ため家族と仲間のため ｜ 
ライフジャケットを必ず着用しましよう 1 ｜ 
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により適した橿顕在週ぶようにして〈ださい．

2
0
1
3ふ
れ
あ
い
旅
行

本
会
普
及
指
導
事
業
の

1
つ
で
あ
る

奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動

『2
0
1
3

ふ
れ
あ
い
旅
行
」
が、

7
月
初
日
か
ら

2
泊

3
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
活
動
は
、

①
体
験
活
動
を
通
じ

て
子
供
達
が
「
友
情
の
輪
を
広
げ
」
、
か

っ
「
生
き
る
力
」
を
学
ぶ
場
を
提
供
す

る
こ
と
、

②
保
護
者
間
の
交
流
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
、

①
親
子
で
貴
重
な
時

間
と
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
家
族
の
紳
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、

2
0
1
0
年
度
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
3
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、

全
国
か
ら
募
集
し
た
奨
学
生
一
（小

3
1

中
1
）
と
そ
の
保
護
者
9
組
凶
人
を
招

待
し
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
で
話
題
沸

騰
の
富
士
山
お
よ
び
山
中
湖
周
辺
を
巡

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
リ
ピ
ー
タ

l
の
方
が
多

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
子
供
た
ち
も
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、

3
日
間
と
て
も
仲
良
く
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
旅
行
中
は
富

士
山
に
ず
っ
と
雲
が
か
か
っ
て
い
た
た

め
、
そ
の
雄
大
な
姿
を
間
近
で
拝
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
き
な

事
故
も
な
く
、
参
加
者

・
ス
タ
ッ
フ
と

も
に
笑
顔
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
旅
行
の
企
画
・
運
営
に
あ
た
っ

て
く
だ
さ
っ
た
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
皆
さ

ん
は
じ
め
、
グ
ッ
ズ
や
お
菓
子
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

｛
参
加
者
数
｝

同
人

〔
奨
学
生
9
人
／
保
護
者
9
人〕

｛
ス
タ
ッ
フ
数
｝

7
人

〔
ワ
ン
パ
ク
大
学
3
人
／
全
励

協
（
J

F
全
漁
連
）
職
員
1
人
／
本

会
職
員
3
人〕

｛
宿
泊
先
｝

山
中
湖
畔
荘
ホ
テ
ル
清
渓

｛グ
ッ
ズ
提
供
｝

－
J

F
全
国
女
性
連
〔
パ
ン
ダ
ナ
ほ
か
〕

・
J

F
共
水
連

〔
お
菓
子
ほ
か
〕

（
一
財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

〔
ア
イ
ス
ほ
か
〕

｛
日
程
｝

7
月
お
日

（1
日
目
）

－
集
合

・
結
図
式
、
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

・
山
中
湖
花
の
都
公
園
を
散
策

－
ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

7
月
幻
日

（2
日
目
）

．
富
士
山
五
合
目
を
散
策

・
西
湖
コ
ウ
モ
リ
穴
お
よ
び
青
木
ケ

原
樹
海
の
探
検

・
自
然
物
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
の
作
成

．
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

・
子
供
た
ち
は
ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

保
護
者
は
懇
親
会

7
月
お
日

（3
日
目
）

・
山
中
湖
に
て
水
陸
両
用
パ
ス

号
」
乗
車

－
解
散
式

「
カ
パ

ふ
れ
あ
い
旅
行
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ま
か
ら
の
感
想
文
を

一
部
抜
粋
し
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奨

学

生

＊
わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
た
の
し
か
っ
た

こ
と
は
カ
パ
号
に
の
っ
た
こ
と
で
す
。

み
ず
う
み
に
は
い
る
し
ゅ
ん
か
ん
が
こ

わ
い
っ
て
お
も
っ
た
け
ど
、
と
て
も
ふ

し
ぎ
な
か
ん
じ
が
し
ま
し
た
。
〔中
略
〕

ま
た
み
ん
な
に
あ
え
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

（
宮
城
県
小
3

H

・
N
）

＊
西
湖
コ
ウ
モ
リ
穴
に
入
っ
た
ら
、
狭

く
て
頭
が
い
っ
ぱ
い
天
井
に
ぶ
つ
か
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て

か
ら
、
自
然
物
ク
ラ
フ
ト
を
や
っ
て
、

写
真
入
れ
に
葉
っ
ぱ
や
松
ボ
ッ
ク
リ
な

ど
を
ボ
ン
ド
で
は
っ
て
デ
コ
り
ま
し

た
。
み
ん
な
で
楽
し
く
作
れ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
〔
中
略
〕
本
当
は
、
も
っ

と
み
ん
な
と
い
っ
ぱ
い
仲
良
く
過
ご
し

た
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
行
き
た
い
し
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
中
1

N

・
O
）

＊
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な

さ
ん
が
お
も
し
ろ
く
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

穴
の
ど
う
く
つ
の
こ
と
、

コ
ウ
モ
リ

コ
ウ
モ
リ
の

ふ
じ
山
の
こ
と
、
い
っ
し
ょ
に

お
ふ
ろ
に
入
っ
て
く
れ
た
り
、
お
肉
を

や
い
て
く
れ
た
り
、
夜
ね
る
ま
で
い
っ

し
ょ
に
い
て
く
れ
ま
し
た
。
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
と
も
仲
よ
く
な
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
〔
中
略
〕
夏
休
み
の

一

番
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
お
せ
わ

に
な

っ
た
人
た
ち
に
、
か
ん
し
ゃ
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（福

岡

県

小

3

k

・
M
）

＊
2
日
目
の
富
士
山
で
、
び
っ
く
り
し

た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、

1
つ
の
場
所
だ
け
草
木
が
な

か
っ
た
り
、
寒
か
っ
た
り
、
お
菓
子
の

ニシ」、

ふ
く
ろ
が
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
れ
よ
り
も
す
ご
か
っ
た
こ
と
が
、

木
の
ク
は
が
木
。
で
自
分
に
手
紙
を
出

し
た
こ
と
で
す
！
そ
れ
で
自
分
も
来

年
、
こ
ん
な
風
な
。
は
が
木
ψ

を
作
っ

て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
3
日

目
の
わ
か
れ
は
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、

こ
の
「
2
0
1
3
ふ
れ
あ
い
旅
行
」
は
、

今
で
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

（長

崎

県

小

4

k

・
F
）

＊
今
回
の
旅
行
で
は
、
富
士
山
周
辺
の

旅
と
い
う
こ
と
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た

け
ど
、

－
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と

は
、
ま
た
友
達
に
会
え
る
こ
と
で
し
た
。

少
し
前
ま
で
赤
の
他
人
だ
っ
た
人
た
ち

を
友
達
と
呼
べ
る
関
係
に
な
れ
た
、
そ

れ
に
二
度
と
会
え
る
か
わ
か
ら
な
か

っ

た
の
に
ま
た
会
え
る
、
そ
れ
だ
け
で
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
旅
行
に
参
加

し
て
い
る
人
た
ち
は
み
ん
な
家
族
で
あ

る
大
事
な
お
父
さ
ん
を
亡
く
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
懸
命
に
生
き
て
、
こ
の

旅
行
で
会
え
た
奇
跡
は
と
て
も
す
ご

く
、
輝
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん

な
共
通
点
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ

ま
で
仲
良
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ホ

テ
ル
で
も
、
富
士
山
で
も
、
カ
パ
号
の

中
で
も
、
み
ん
な
と
楽
し
く
話
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
で
き
た
こ
と
が

1
番
の
思
い

出
で
す
。
〔
中
略
〕
い
ろ
い
ろ
な
場
所
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
集
ま
っ

た
最
高
の
仲
間
は
、
友
達
と
い
う
範
囲

で
は
と
て
も
収
ま
ら
な
い
、
た
だ

1
つ

の
僕
の
家
族
で
あ
り
、
宝
物
で
す
。

（長

崎

県

中

1

Y
－

H
）

＊
2
日
目
は
、
メ
イ
ン
の
富
士
山
の
五

合
目
を
散
策
し
ま
し
た
。
思
っ
て
た
以

上
に
大
き
く
て
寒
か
っ
た
で
す
。
み

ん
な
で
集
合
写
真
を
と
っ
た
場
所
は
、

し
ゃ
面
が
急
で
、
今
に
も
足
が
す
べ
り

落
ち
そ
う
な
ぐ
ら
い
で
こ
わ
か
っ
た
で

す
。
富
士
山
の
五
合
目
を
散
策
し
た
後

は
、
昼
食
で
山
梨
名
物
の
ほ
う
と
う
を

の羽根募金水色!! 手をの愛I目 r-
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食
べ
ま
し
た
。
私
は
テ
レ
ビ
で
見
た
こ

と
は
あ
る
け
ど
、
本
当
に
食
べ
た
こ
と

は
無
か
っ
た
の
で
楽
し
み
で
し
た
。
意

外
に
モ
チ
モ
チ
し
て
い
て
、
う
ど
ん
の

め
ん
も
テ
レ
ビ
で
見
た
よ
り
も
太
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
す
ご
く
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
〔
中
略
〕
小
学
校
生
活
最

後
の
ふ
れ
あ
い
旅
行
だ
っ
た
け
ど
、
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
作
れ
て
良
か
っ
た
で

す
。

（
鹿
児
島
県
小
6

S

・T
）

＊
ぼ
く
が
、

－
番
ふ
れ
あ
い
旅
行
で
楽

し
か

っ
た
こ
と
は
、
メ
イ
ン
の
富
士
山

に
パ
ス
で
登
っ
た
こ
と
で
す
。
少
し
寒

か
っ
た
で
す
。
お
み
あ
げ
も
た
く
さ
ん

買
い
ま
し
た
。
2
番
目
に
楽
し
か

っ
た

こ
と
は
、
コ
ウ
モ
リ
穴
で
す
。
最
初

は
、
コ
ウ
モ
リ
が
い
る
の
か
な
あ
、
見

れ
る
の
か
な
ぁ
と
思
っ
て
た
け
ど
、
見

れ
な
か
っ
た
の
が
ざ
ん
ね
ん
で
す
。
で

も、

富
士
山
の
五
合
目
よ
り
寒
か
っ
た

で
す
。
す
ご
く
暗
く
て
、
よ
り
楽
し
か
っ

た
で
す
。

（小
6

匿
名
希
望
）

年 10月 1日よだム一
A英

保

護

者

育

＊
ふ
れ
あ
い
旅
行
に
昨
年
、

今
年
と
参

加
し
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
は
緊
張

し
て
い
た
娘
も
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な

り
、
子
供
同
士
で
手
を
繋
ぎ
楽
し
そ
う

に
笑
顔
で
い
る
姿
を
見
て
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
心
の

何
処
か
に
あ

っ
た
嫌
な
こ
と
も
、
皆
さ

ま
と
語
り
合
う
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ
し
、

旅
行
の
聞
は
忘
れ
ら
れ
ま
し
た
。
〔中

略〕

一
年
に

一
度
の
費
沢
な
思
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県

K
・
O
）

＊
ふ
れ
あ
い
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
親
子
共
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
〔中

略
〕
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
、
生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

一
緒

( 3) 

に
参
加
さ
れ
て
い
た
年
上
の
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
に
手
を
つ
な
い
で

一
緒

に
歩
い
て
も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う

で
す
。
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
が
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
ほ
と
ん
ど

し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
私
は
他
の
お
母

さ
ん
方
と
ゆ
っ
く
り
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
す
ご
く
大

切
な
時
間
で
あ
り
、

一
生
の
思
い
出
に

残
る
出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。

（
福
岡
県

R
・
M
）

＊
親
同
士
も
同
じ
よ
う
な
境
遇
と
い
う

こ
と
で
、
日
ご
ろ
、

他
人
に
話
し
て
も

「
辛
い
ね
、
大
変
ね
」
等
、
う
わ
べ
だ

け
の
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
心
か
ら
わ

か
り
あ
え
る
会
話
が
で
き
た
の
で
、
心

の
中
に
た
ま
っ
て
い
た
物
が
出
て
、
少

し
楽
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
主
人
が

亡
く
な

っ
て
日
年
、
旅
行
に
親
子
で
行

く
こ
と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
招
待
状
が
届
い
た
時
に
は
、
本
当

に
旅
行
に
行
け
る
の
か
な
と
心
配
で
し

た
。
で
も
、
参
加
し
て
み
て
、
「
ま
た

参加者の声
旅
行
に
来
た
い
」
と
言
う
子
ど
も
の
気

持
ち
を
聞
い
て
、
連
れ
て
来
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
〔
中
略
〕

た
く
さ
ん
の
方
の
励
ま
し
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
長
崎
県

K
・
H
）

＊
今
年
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
し
た

ば
か
り
の
富
士
山
と
あ
っ
て
、
子
供
よ

り
私
の
方
が
ウ
キ
ウ
キ
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
（
笑
）
鹿
児
島
と
言
え
ば
、

雄
大
な
桜
島
が
象
徴
で
す
が
、
日
本

一

の
富
士
山
の
五
合
目
ま
で
行
け
て
、
大

変
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
火
山

灰
も
違
っ
て
い
て
、
桜
島
は
黒
い
砂
で

す
が
、
富
士
山
は
軽
石
の
よ
う
な
形
の

あ
る
物
で
驚
き
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

よ
く
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
青
木
ヶ
原
の

樹
海
は
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
森
で
、

生
き
よ
う
と
し
て
い
る
森
と
い
う
説
明

を
聞
き
、
神
秘
的
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

〔
中
略
〕
ま
た
、
毎
回
、
育
英
会
の
か
た

が
た
か
ら
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て

い
た
だ
い
て
、
要
望
や
意
見
な
ど
交
流

で
き
る
の
も
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
鹿
児
島

l
・
T
）

＊
飛
行
機
の
遅
れ
で
結
図
式
に
少
し
遅

刻
し
た
私
た
ち
親
子
で
し
た
が
、
着
く

と
す
ぐ
顔
見
知
り
の
子
供
た
ち
ゃ
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
光

景
を
見
て
、
今
年
も
参
加
し
て
良
か

っ

た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
、
自

分
の
意
見
等
を
言
わ
な
い
こ
と
が
多
い

性
格
な
の
に
、
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ

っ
た

3
日
間
は
、
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
笑
っ

て
い
る
姿
を
見
て
安
心
し
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
の
参
加
で
2
回
目
で
す
が
、
彼

な
り
に
成
長
し
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
に
参
加
し
て
、

他
の
家
族
の
方
と
生
活
面
の
こ
と
や
子

供
の
悩
み
に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、
有

意
義
な
3
日
間
で
し
た
。
（
匿
名
希
望
）

＊
子
供
同
士
の
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
、

み
ん
な
で
協
力
し
友
情
や
心
の
支
え
、

こ
れ
か
ら
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
心
の
見
え
な
い
傷

が
い
や
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
「
僕
に
は

仲
間
が
い
る
ん
だ
」
と
強
い
気
持
ち
を

持
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

な

『親
子
で
参
加
で
き
る
ふ
れ
あ
い
旅

行
』
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
匿
名
希
望
）

ご
寄
附
の
お
礼

2
0
1
3
年
6
月
か
ら

8
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

〔
6
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
茨
城

県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉
県

マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
佐
藤
明
美

マ
田
口
昭
博
マ
潰
田
研

一
マ
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一

マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ
子
マ
平
田
淳

一
一〉
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東
京
都
マ

飯
島
孝
夫
マ
勝
野
輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締

役
会
長
江
刺
富
美
子
マ
附
B
R
B
マ
木

部
茂
徳
マ
古
田
土
満
マ
戸
田
満
弘
マ
長

屋
信
博
マ
根
尾
友
久
マ
根
本
京
子
マ
贋

重
和
夫
マ
松
井
明
マ
向
井
昌
子
マ
吉
田

博
身
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ
越

智
豊
子
マ
中
村
芳
正
マ
大
和
陸
子

O
福

井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡
県
マ
古
寺
健

二
O
大
阪
府
マ
角
丸
英
子

O
兵
庫
県
マ

武
田
佳
子

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子
。

長
崎
県
マ
寺
島
和
子

〔
7
月〕

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美
。
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
小
野
粥
マ
古
関

和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
佐
藤
明
美
マ
志
村

隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
潰
田
研

一
一〉
松
本

安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代

健

一
一〉
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ
子
マ
平

田
淳

一
マ
福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若

林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙

一
一マ
勝
野
輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会
長

江
刺
冨
美
子
マ
附
B
R
B
マ
柄
津
彰
マ

木
部
茂
徳
マ
古
田
土
満
マ
戸
田
満
弘
マ

長
屋
信
博
マ
根
尾
友
久
マ
根
本
京
子
マ

贋
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松
井
明
マ
向

井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ

越
智
豊
子

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静

岡
県
マ
古
寺
健
二
。
山
口
県
マ
熊
谷
佐

枝
子

O
大
分
県
マ
山
口
英
文

〔
8
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
北

海
道
信
漁
連
職
員
会
マ
本
間
雅
彦

O
茨

城
県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子
。
埼
玉

県
マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
佐
藤
明

美
マ
田
口
昭
博
マ
潰
田
研

一
一〉
松
本
安

裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一
マ
大
類
裕
久
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は

つ
子
マ
平
田
淳
一
一
〉
宮
津
敏
彦
マ
若
林

満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
勝
野
輝
美

マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美
子
マ

蜘
B
R
B
マ
木
部
茂
徳
マ
古
田
土
満
マ

須
藤
徳
之
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信
博
マ

根
本
京
子
マ
春
田
孝
二
郎
・
朝
子
マ
贋

江
志
賀
子
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ

松
井
明
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ

大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子

O
福
井
県
マ
武

田
忠
男

O
静
岡
県
マ
古
寺
健
二
。
大
阪

府
マ
角
丸
英
子

O
兵
庫
県
マ
武
田
佳
子

。
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

O
大
分
県
マ

山
口
英
文

育

英

基

金

ー
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る

「漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・地
励
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
6
月〕

O
京
都
府
マ
水
嶋
敬
次
1

黄

綬
受
章
記
念
マ
和
田
市
郎
｜
香
典
返
し

の

一
部

O
山
口
県
マ
荒
川
正
治
マ
山
口

県
漁
協
女
性
部
連
合
会
マ
山
口
県
漁
協

青
壮
年
部
連
合
会
マ
陶
森
本
商
店
マ
地

励
協

O
福
岡
県
マ
福
岡
県
漁
船
保
険
組

合

O
長
崎
県
マ
岩
井
正
書
｜
逝
去
に
際

し
マ
岩
本
光
正
マ
長
崎
県
漁
連
職
員
O

B
な
ぎ
さ
会
マ
地
励
協

〔7
月〕

O
東
京
都
マ
J
F
全
国
漁
青
連

｜
全
国
漁
青
連
通
常
総
会
懇
親
会
に
て

O
静
岡
県
マ
初
島
漁
業
協
同
組
合
婦
人

の羽 根募金水色! ! 手をの愛児に漁船海難 遣
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部

O
兵
庫
県
マ
岸
憲
吾
｜
逝
去
に
際
し

O
和
歌
山
県
マ
J
G
F
A
ビ
ル
フ
イ
ツ

シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

l

n
串
本
実
行
委

員
会
マ
勝
浦
漁
協
女
性
部
マ
和
歌
山
県

漁
協
女
性
部
連
合
会
マ
地
励
協

O
大
分

県
マ
大
分
県
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ

マ
地
励
協

〔

8
月
〕

O
北
海
道
マ
北
海
道
水
産
ビ

ル
蜘

l
創
立
印
周
年
記
念
。
静
岡
県
マ

用
宗
漁
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

O
三
重

県
マ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
朝
光
ク
ラ

ブ
｜
マ
リ
ン
カ
ッ
プ
海
難
遺
児
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
コ
ン
ペ

O
愛
媛
県
マ
佐
々
木
光

昭

O
福
岡
県
マ
江
上
・
萩
島
特
定
建
設

共
同
企
業
体
江
上
建
設
耐
代
表
者
江

上
義
紀

O
長
崎
県
マ
古
井
田
万
由
美
マ

江
川
正
弘
マ
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委

員
会
マ
地
励
協

年 10月 1日よだ

一
般
寄
附

〔

6
月〕

O
北
海
道
マ
釧
路
ア
ポ
ロ
石

油
附
マ
波
間
漁
業
側
マ
北
海
道
漁
業
調

整
事
務
所
マ
北
海
道
厚
岸
朔
洋
高
等
学

校
マ
北
冷
蔵
蜘

O
青
森
県
マ
蜘
マ
ル
ヌ

シ
マ
青
森
海
上
保
安
部

O
岩
手
県
マ
側

日
本
政
策
金
融
公
庫
盛
岡
支
店
マ
宮
古

海
上
保
安
署

O
宮
城
県
マ
鮒
カ
ネ
コ
橋

沼
商
店
マ
気
仙
沼
ほ
て
い
蜘
マ
気
仙
沼

海
上
保
安
署
マ
熊
栄
産
業
側
マ
仙
台
漁

業
調
整
事
務
所
「
碧
波
会
」
マ
大
興
水

産
蜘
マ
朔
洋
船
舶
側

O
福
島
県
マ
水
野

水
産
制
。
茨
城
県
マ
鮒
藤
村
。
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県
マ
極
東
オ
イ
ル

側
マ
千
葉
県
農
林
水
産
部
水
産
局
水
産

課
マ
飯
村
久
子
マ
協
同
水
産
流
通
脚
。

東
京
都
マ

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー

マ
蜘
航
洋
代
表
取
締
役
竹

前
康
世
マ
亀
田
静
枝
マ
（
公
社
）
日
本
海

難
防
止
協
会
マ
若
井
克
友
マ
新
法
律
事

務
所
マ
東
京
北
魚
鮒
マ
農
水
産
業
協
同

組
合
貯
金
保
険
機
構
マ
揃
テ
ィ

l
・
ケ

イ
コ
l
ポ
レ
l
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
竹

前
康
世
マ
第
似
回
浅
海
増
殖
研
究
発
表

2 

ム一
A英育( 4) 

全
国
大
会
募
金

O
神
奈
川
県
マ
側
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所

横
浜
庁
舎
マ
久
保
田
化
工
機
蜘
マ
神
奈

川
県
庁
環
境
農
政
部
水
産
課

O
新
潟
県

マ
山
津
水
産
蜘
マ
新
潟
県
庁
農
林
水
産

部
。
富
山
県
マ
J
F
く
ろ
ベ

マ
附
日
本

政
策
金
融
公
庫
富
山
支
店

O
山
梨
県
マ

山
梨
中
央
水
産
蜘

O
静
岡
県
マ
側
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
南

伊
豆
庁
舎
マ
魚
市
静
岡
魚
市
側
マ
極
洋

水
産
蜘
マ
静
岡
県
庁
経
済
産
業
部
水
産

業
局
マ
伺
藤
丸
代
表
取
締
役
藤
ヶ
谷
松

男

O
愛
知
県
マ
国
土
交
通
省
中
部
運
輸

局

O
三
重
県
マ
三
重
県
農
林
水
産
部
水

産
資
源
課

O
京
都
府
マ
側
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
日
本
海
区
水
産
研
究
所
宮

津
庁
舎
マ
大
京
魚
類
側

O
兵
庫
県
マ
蜘

日
本
政
策
金
融
公
庫
神
戸
支
店
マ
神
戸

水
産
物
小
売
協
同
組
合

O
奈
良
県
マ
辻

元
正
夫

O
鳥
取
県
マ
蜘
日
本
政
策
金
融

公
庫
鳥
取
支
店
マ
共
和
水
産
制
マ
浜
野

茂
夫

O
島
根
県
マ
島
根
県
庁
農
林
水
産

部
水
産
諜

O
岡
山
県
マ
海
洋
建
設
側
。

広
島
県
マ
広
島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部

。
徳
島
県
マ
徳
島
県
庁
農
林
水
産
部
水

産
課

O
香
川
県
マ
香
川
県
農
政
水
産
部

水
産
課
マ
片
山
貴
士

O
福
岡
県
マ
九
州

大
学
農
学
部
水
産
学
科
水
産
研
究
所
教

職
員
親
睦
会

O
佐
賀
県
マ
蜘
唐
津
魚
市

場
。
長
崎
県
マ
ま
る
の
漁
業
側
マ
鮒
沖

新
船
舶
工
業

O
熊
本
県
マ
鮒
日
本
政
策

金
融
公
庫
熊
本
支
店

O
大
分
県
マ
側
佐

伯
魚
市
場
マ
大
分
魚
市
側
マ
大
分
県
農

林
水
産
部
水
産
振
興
課
マ
大
分
水
産
側

。
宮
崎
県
マ
宮
崎
県
庁
農
政
水
産
部
。

鹿
児
島
県
マ
側
日
本
政
策
金
融
公
庫
鹿

児
島
支
店
マ
鹿
児
島
県
庁
商
工
労
働
水

産
部
マ
冨
元
小
松

〔

7
月〕

O
北
海
道

マ
側
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
北
海
道
区
水
産
研
究
所
釧

路
庁
舎
。
青
森
県
マ
青
森
県
立
八
戸
水

産
高
等
学
校
マ
八
戸
海
上
保
安
部

O
岩

手
県
マ
三
陸
沿
岸
芸
能
振
興
会

O
宮
城

県
マ
大
慶
漁
業
側
代
表
取
締
役
尾
形
慶

悦

O
山
形
県
マ
蜘
日
本
政
策
金
融
公
庫

山
形
支
店
マ
酒
田
海
上
保
安
部

O
茨
城

県
マ
茨
城
県
庁
農
林
水
産
部
漁
政
課

・

水
産
振
興
課

O
栃
木
県
マ
蜘
日
本
政
策

金
融
公
庫
宇
都
宮
支
店

O
群
馬
県
マ
蜘

日
本
政
策
金
融
公
庫
前
橋
支
店

O
埼
玉

県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子

。
東
京
都
マ
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
マ
榎
本
み
つ
枝
マ
全
国
水
産

物
商
業
協
同
組
合
連
合
会

l
第
印
回
全

国
（
東
京
）
記
念
大
会
に
て

マ
長
屋
典

子
｜
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
l
ト
収
益

金
マ
東
京
岩
水
会

O
新
潟
県
マ
新
潟
漁

業
調
整
事
務
所
マ
盛
勝
水
産
冊
。
兵
庫

県
マ
阪
神
低
温
蜘
代
表
取
締
役
社
長
蓮

沼
俊

一一〉
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所

。
奈
良
県
マ
国
土
交
通
省
近
畿
運
輸
局

奈
良
運
輸
支
局

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

。
岡
山
県
マ
岡
山
県
漁
船
保
険
組
合
。

数

(2013年9月15日現在／単位入）

生
....... 
争奨7)1J 県府道都

広
島
県
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

瀬
戸
内
海
区
水
産
研
究
所
廿
日
市
庁
舎

マ
広
島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部

l
全
水

商
連
第

ω回
全
国
（
東
京
）
記
念
大
会

に
て

マ
笹
野
理
絵
子
マ
渡
部
修
司

O
山

口
県
マ
浦
部
久
幸

O
高
知
県
マ
大
熊
水

産
蜘

O
福
岡
県
マ
福
岡
県
庁
農
林
水
産

部
水
産
局
マ
福
岡
水
産
物
商
業
協
同
組

合
！
全
水
商
連
第

ω回
全
国
（
東
京
）

記
念
大
会
に
て

O
佐
賀
県
マ
ユ
ウ
シ
ー

ド
東
洋
蜘

O
長
崎
県
マ
倒
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所
長
崎

庁
舎
マ
長
崎
県
水
産
部

O
鹿
児
島
県
マ

富
元
小
松
マ
冨
元
典
嗣

O
沖
縄
県
マ
沖

縄
県
庁
農
林
水
産
部
水
産
課

O
そ
の
他

マ
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
ミ
ツ
コ

〔

8
月〕

O
北
海
道
マ
側
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
北
海
道
区
水
産
研
究
所
札

幌
庁
舎

O
岩
手
県
マ
釜
石
海
上
保
安
部

。
宮
城
県
マ
宮
城
県
秋
万
魚
漁
携
通
信

協
会
｜
全
日
海
東
北
地
方
支
部
経
由
。

埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県
マ
全
国

漁
業
協
同
組
合
学
校
マ
飯
村
久
子

O
東

京
都
マ
石
崎
三
輪
子
マ
東
京
築
地
中
央

市
場
福
祉
報
徳
会
マ
潮
待
茶
屋
企
業
組

合
マ
買
荷
保
管
企
業
組
合

O
神
奈
川
県

マ
山
中
政
志

O
新
潟
県
マ
耐
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
海
区
水
産
研
究
所

新
潟
庁
舎

O
山
梨
県
マ
佐
藤

一
江
。
静

岡
県
マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
国

際
水
産
資
源
研
究
所
清
水
庁
舎

O
鳥
取

県
マ
浜
野
茂
夫

O
島
根
県
マ
カ
ツ
ベ
ヒ

ロ
ミ

O
広
島
県
マ
側
日
本
政
策
金
融
公

庫
広
島
支
店
。
福
岡
県
マ
九
州
漁
業
調

整
事
務
所

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

O

そ
の
他
マ
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
ミ
ツ
コ

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編

集

後

記

V
こ
の
夏
も
「
ふ
れ
あ
い
旅
行
」
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
元

本
会
職
員
の

K
氏
が
、
八
ヶ
岳
方
面
へ

旅
行
に
行
か
れ
た
際
、
第
1
回
目
の
「
ふ

れ
あ
い
旅
行
」
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

植
樹
し
た

f
、
、
ズ
ナ
ラ
の
木
。
の
写
真

を
撮
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

会
奨
学
生
の
子
供
た
ち
も
こ
の
木
の
よ

う
に
、
の
び
の
び
す
く
す
く
と
元
気
に

大
き
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
（M
）

田町

・・
凋
ι
E

噂

d
w
d
h

＊給う奨学生には特別支援学生を含む。

＊貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

＊休学中の奨学生は人数に含まない。

*2013年度第2回採用者は内数である。

の 羽根募金水色!! 

給与奨学生 貸与要学生 2013年度第2回採用者

都道府県名 合計 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 大学生等 幼児 小学生 中学生 高校生等大学生等

北海道 6 7 15 30 8 38 2 I 3 

d阿. 森 2 7 10 11 

岩 手 10 8 10 29 29 

宮 城 3 8 11 15 37 38 

秋 田

山 形

福 島 15 6 4 27 27 

茨 城

千 葉 3 8 5 13 

東 京 2 2 3 

神 奈川 2 2 5 6 

新 潟 2 2 

富 山

石 )II 3 4 4 

静 岡 2 2 3 

愛 知

福 1t- 2 2 2 

重

京 都

大 阪

兵 庫 2 4 6 7 

和 歌山 I 2 2 

，島 取 2 2 

島 線

同 山 2 2 

広 ぬ

山 口 3 4 2 6 

徳 島 2 

香 !II I 2 3 3 

愛 媛 I 2 3 8 2 10 

高 知 3 3 

福 岡 2 3 4 

福岡有明海 2 3 3 

佐賀玄海 2 5 5 

佐賀有明海

長 崎 14 14 

大 分 I 2 2 

熊 本 4 4 4 

宮 崎 2 3 2 7 8 

鹿児向 4 4 II II 

沖 縄 3 3 7 3 10 

辺ロ、 計 15 69 68 94 246 32 278 2 3 

手をの愛漁船海難遺児に




